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２
０
１
２
年
春
の
農
作
業

安
全
確
認
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

　

お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
鯉
の
ぼ

り
は
、
大
空
に
雄
々
と
泳
が
せ
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
次
の
よ
う
な
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
鯉
の
ぼ
り
は
、
電
線
か
ら
十
分
に
離
れ
た
と

こ
ろ
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

○
鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る
時
、
倒
す
時

は
、
電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
取
ら
ず
に
、
左

記
の
当
社
営
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
電
力
株
式
会
社
大
津
営
業
所

　

℡
０
１
２
０-

９
８
６-

６
０
２

　

３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
３
か
月
間
、

全
国
で
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
で
は
、
県
内
で
14
人
の
尊
い
命
が

農
作
業
事
故
で
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
11

件
が
農
業
機
械
関
連
の
事
故
と
な
っ
て
お
り
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・
転
倒
、
草
刈
り
機
の
刃

へ
の
接
触
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
農
作
業
の
移
動
中
に
公
道
で
交
通
死

亡
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
、
高
齢
者
に
よ
る
事
故
が
多
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
重
大
事
故
に
つ

な
が
る
場
合
が
多
い
の
で
、
特
に
次
の
点
に
気

を
付
け
て
、
農
作
業
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
正
し
い
機
械
の
取
り
扱
い
、
操
作
方
法
を
身

に
つ
け
る
。

◎
作
業
に
適
し
た
作
業
服
や
防
護
具
を
着
用
す
る
。

◎
足
場
が
滑
る
、
路
肩
が
見
え
に
く
い
な
ど
条

件
の
悪
い
場
合
は
、
無
理
に
運
転
作
業
を
し

な
い
。

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
に

ふ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

◎
運
転
操
作
は
、
余
裕
を
も
っ
て
確
実
に
行
う
。

◎
機
械
の
点
検
・
整
備
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を

止
め
て
か
ら
行
う
。

◎
機
械
の
日
常
点
検
・
定
期
点
検
に
努
め
る
。

◎
一
人
で
作
業
を
す
る
場
合
は
、
ど
こ
で
作
業

を
し
て
い
る
か
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く
。

◎
過
労
運
転
・
酒
気
帯
び
運
転
は
や
め
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
観
光
課　

内
線
１
５
５

　

障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る
県
民
の
理
解
を

深
め
、
権
利
を
擁
護
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
の
条
例
が
４
月
１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
ま

す
。
障
が
い
の
あ
る
方
が
差
別
を
受
け
た
り
、

暮
ら
し
に
く
さ
を
感
じ
た
り
し
な
い
よ
う
、
皆

さ
ん
で
共
に
支
え
合
い
、
助
け
合
う
地
域
社
会

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
福
祉
部
子
ど
も
・
障
が
い
福
祉
局

　

障
が
い
者
支
援
課 

　

℡ 

０
９
６-

３
３
３-

２
２
３
６
（
直
通
）

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る

熊
本
づ
く
り
条
例
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
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２
月
11
日
、
西
原
村
の
山
西
小
学
校
体
育
館

で
第
40
回
阿
蘇
南
部
町
村
長
旗
剣
道
錬
成
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
関
係
者
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
全
て
個
人
戦
）

○
小
学
校
４
年
生
の
部　

3
位
／
廣
田
侑
斗

○
小
学
校
５
年
生
の
部　

優
勝
／
村
下
一
輝

○
小
学
校
６
年
生
の
部　

準
優
勝
／
渡
辺
彪
斗

○
中
学
校
１
年
生
の
部　

優
勝
／
瀬
井
敬
悦

○
中
学
校
１
年
生
の
部　

３
位
／
板
井
赳
城

○
中
学
校
２
年
生
女
子
の
部　

優
勝
／
安
方
菜
々
美

第
40
回
阿
蘇
南
部
町
村
長
旗

剣
道
錬
成
大
会
の
結
果
に
つ
い
て

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　

カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に
あ
た
っ
て
は
、

ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬
散
布
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な

い
よ
う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防

除
計
画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
ミ
ツ
バ
チ
や
巣

箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
農
業
技
術
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
３
８
１

　

畜
産
課　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
４
０
１

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
，
土
地
・
建
物

等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
等
の
登
記
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て
熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
日
時　

平
成
24
年
４
月
19
日
（
第
３
木
曜
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
た
だ
し
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き
ま
す
。

○
場
所　

阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

℡
０
９
６-

３
６
４-

２
１
４
５
（
代
表
）

無
料
登
記
相
談
所
開
設
し
ま
す

平成23年度　　　　　
阿蘇郡市教育論文表彰
高森東小学校が　
　　「特選」受賞

　２月23日、阿蘇教育事務所にて阿
蘇郡市教育論文表彰式が開催されまし
た。これは、阿蘇郡市内の小中学校が
日常の教育実践を論文にまとめ、教育
指導の向上及び経営の改善を図り、阿
蘇郡市教育の向上に努めるものです。
　今回、109点の出品があり、高森
町小中学校からは16点が出品され、
高森東小学校先生方が共同で作成され
た論文が「特選」に選ばれました。
　審査会では、３次審査までの厳しい
ものでしたが、優秀な成績を残されま
した。結果は次のとおりです。

▲高森東小学校の先生方

　●共　同
　「特　選」高森東小学校（学習指導）
　「準特選」高森東中学校（食育）
　「入　選」高森中央小学校（特別活動）
　「佳　作」高森中学校（学習指導）
　●個　人
　「入　選」永田とし子先生（高森東小学校）
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最
近
、
送
電
線
付
近
に
お
け
る
、
農
作
業
用

ビ
ニ
ー
ル
・
防
雀
テ
ー
プ
が
強
風
で
送
電
線
に

絡
ま
る
と
い
う
重
大
な
事
象
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
送
電
線
に
絡
ま
る
と
、
農
作
業
従
事
者
や

一
般
の
方
々
が
感
電
し
た
り
、
広
範
囲
に
わ
た

る
停
電
が
発
生
し
、
社
会
的
に
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
農
作
業
用
ビ
ニ
ー
ル
類
の

飛
散
防
止
に
協
力
し
て
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、

送
電
線
に
巻
き
つ
い
た
り
飛
来
し
そ
う
な
事
象

を
発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
下
記
事
業
所

へ
御
連
絡
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
御
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
類
飛
来
に
よ
る

送
電
線
事
故
防
止
の
お
願
い

①　

送
電
線
は
非
常
に
電
圧
が
高
い
た
め
、
農

作
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
防
雀
テ
ー
プ
等
が
絡
ま
っ

た
場
合
、
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
触
ら
な

い
で
、
下
記
事
業
所
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

②　

ビ
ニ
ー
ル
・
防
雀
テ
ー
プ
を
設
置
す
る
箇

所
、
置
く
場
所
の
近
く
に
送
電
線
が
あ
る
か

ど
う
か
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
付
近
に

送
電
線
が
あ
る
場
合
は
下
記
事
業
所
へ
御
連

絡
く
だ
さ
い
。

③　

ビ
ニ
ー
ル
を
設
置
す
る
場
合
は
、
強
風
等

で
簡
単
に
外
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

④　

ビ
ニ
ー
ル
を
保
管
す
る
場
合
は
、
強
風
で

飛
ば
な
い
よ
う
重
し
等
の
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑤　

防
雀
テ
ー
プ
は
支
柱
（
竹
・
棒
）
の
間
隔

を
狭
く
し
て
頂
き
、
片
側
が
外
れ
た
場
合
で

も
送
電
線
ま
で
届
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

⑥　

防
雀
テ
ー
プ
の
支
柱
（
竹
・
棒
）
へ
の
結

び
目
は
、
風
な
ど
で
簡
単
に
外
れ
な
い
よ
う

固
く
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
電
力
株
式
会
社
大
津
営
業
所

　

℡
０
１
２
０-

９
８
６-

６
０
２

法
テ
ラ
ス
高
森
法
律
事
務
所
よ
り

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
法
テ
ラ
ス
高
森
法
律
事
務
所
に

新
し
い
常
勤
弁
護
士
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

○
氏　

名　

浅
川　

剛
志
（
29
歳
）

○
出
身
地　

奈
良
県

○
趣
味
特
技　

サ
ッ
カ
ー
、
料
理

○
自
己
紹
介　

本
年
１
月
よ
り
法
テ
ラ
ス
の
常

勤
弁
護
士
と
し
て
高
森
に
て
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。
住
民
の
皆
様
が
抱
え
る
日
々
の
不
安
・

ト
ラ
ブ
ル
を
取
り
除
く
手
助
け
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

法
テ
ラ
ス
高
森
法
律
事
務
所

　

℡
０
５
０-

３
３
８
３-

０
４
６
９

▲浅
あさ

川
かわ

　剛
たか

志
し

さん
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職
業
興
味
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す

　

県
で
は
、
職
業
選
択
の
相
談
を
希
望
す
る
再

就
職
活
動
中
の
方
を
対
象
に
、
職
業
興
味
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
検
査
内
容
等　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味
検
査
を
実

施
。
１
６
０
の
職
業
に
つ
い
て
、
興
味
や
関

心
の
有
無
を
回
答
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
結
果

説
明
と
助
言
を
行
う
。

○
実
施
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館　

し
ご

と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
手
取
本

町
８-

９
テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と
ビ
ル
９
階
）

※
月
１
回
程
度
の
休
館
日
を
除
き
、
土
日
祝
日

も
ご
予
約
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他　

費
用
は
無
料
。
事
前
予
約
が
必
要
。

所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
。
実
施
日
時
は
予

約
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
（
９
時
〜
19
時
）

　

就
業
支
援
相
談
窓
口

　

℡
０
９
６-

３
５
５-

２
２
２
４

　

県
で
は
、就
職
に
必
要
な
応
募
書
類（
履
歴
書
、

職
務
経
歴
書
、
添
え
状
）
の
書
き
方
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
ま
す
。

応
募
書
類
の
書
き
方

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

○
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
月
１
回
程

度
の
休
館
日
を
除
く
毎
日
）

※
平
日
は
混
み
合
う
こ
と
も
あ
る
た
め
土
日
祝

日
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
相
談
方
法　

来
所
（
予
約
不
要
）

○
持
参
物　

応
募
書
類
の
下
書
き
、
筆
記
用
具
、

（
あ
れ
ば
）
応
募
先
の
求
人
票

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。
窓
口
が
混
み

合
っ
て
い
る
と
き
は
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６-

３
５
５-

２
２
２
４

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

卯
月

（
高
森
菜
の
花
句
会
）

一
難
去
っ
て　

今
度
は
嫁
に
い
び
ら
れ
る

又
か
い　

迎
え
に
行
け
ば
癖
ん
な
る

い
た
ず
ら
好
き　

道
は
反
対
さ
ん
教
え

一
難
去
っ
て　

地
震
が
日
本
狙
う
ど
る

今
だ
っ
て　

野
火
が
育は
ぐ

く
む
阿
蘇
原
野

世
帯
持
ち　

チ
ラ
シ
並
べ
て
丸
つ
け
て

股
火
鉢　

屁
え
ふ
る
と
爆
発
す
る
ぞ

一
難
去
っ
て　

答
弁
す
れ
ば
ど
じ
ば
か
り

ひ
と
め
ぐ
り　

心
臓
が
押
し
出
し
よ
る
と

世
帯
持
ち　

屋
台
の
味
も
打
ち
忘
れ

市
原　

正
成

岡
本　

琴
司

桐
原　

白
酔

後
藤　

愛
子

後
藤　

信
子

佐
藤
多
可
雄

藤
本　

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺　

雲
海

桐
原　
　

寿

林　
　

久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄　

泰
子

平
田
ル
リ
子

岩
下　

扶
美

馬
原　

要
子

青
木
千
賀
子

岩
下　

雅
子

片
山　

廣
子

降
り
立
ち
し
終
着
駅
に
日
脚
伸
ぶ

五
人
目
の
曾ひ

孫
訪
う
日
の
四
温
晴
れ

岩
松
の
こ
ぶ
し
ゆ
る
み
し
春
し
ぐ
れ

旧
友
の
な
さ
け
身
に
し
む
浅
き
春

雨
上
る
日
射
し
は
ま
さ
に
春
の
も
の

春
風
を
手
に
ス
キ
ッ
プ
を
し
て
ゆ
く
児

マ
ラ
ソ
ン
の
一
斉
ス
タ
ー
ト
四
温
得
て

一
斉
に
芽
吹
く
水
仙
指
揮
は
誰

ク
ロ
ッ
カ
ス
小
人
の
国
の
花
の
よ
う

枯
蔓
を
折
れ
ば
緑
の
命
見
せ




